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磁気圏と電離圏は沿磁力線電流を介して結合しており、その構造を知ることによって結合過程を明らかにする

ことができる。これまでの極域上空の衛星磁場観測からは、Region 1、Region 2 のような大規模沿磁力線電流構

造が捉えられ、その極域分布も明らかになっている。それに対し、小規模沿磁力線電流構造も衛星観測から捉えら

れているが、極域全体にわたる分布についてはまだはっきりとは分かっていない。そこで我々は、あけぼの衛星の

４年間の磁力計データ１０，６７５軌道について、新たに開発したＦＦＴによる小規模沿磁力線電流同定法を用い

て解析を行い、極域分布を求めた。今回は惑星間空間磁場（ＩＭＦ）依存性と日照・日陰による変化について調べ

た。その結果、ＩＭＦ－Ｂｚが正の場合は、オーロラオーバル全体に小規模沿磁力線電流密度の大きい領域が広が

るのに対し、負の場合には昼側カスプからポーラーキャップかけて小規模沿磁力線電流密度の大きい領域が集中す

ることがわかった。また、ＩＭＦ－Ｂｙが正の場合は、昼側の小規模沿磁力線電流密度の極大領域が午前側に、負

の場合は午後側に移動することもわかった。これは、ＩＭＦ－Ｂｙ変化に伴うカスプの移動に対応しており、これ

らの結果は、磁気再結合過程によって解釈することができる。さらに、太陽天頂角で分類して日照・日陰による変

化を調べた。その結果、小規模沿磁力線電流密度の大きい領域は、太陽天頂角８０度以下では昼側オーロラオーバ

ル全体に広がり、太陽天頂角が１００度以上ではカスプ付近に集中した。これは、小規模沿磁力線電流が電離圏電

気伝導度に大きく依存することを意味し、昼側の小規模沿磁力線電流領域は電離圏電気伝導度が大きくなるにつれ

て広がりを持つようになり、小規模沿磁力線電流密度も大きくなると考えることができる。また、日陰時の平均的

な小規模沿磁力線電流密度は、日照時の約１．５－２倍程度になる。 


